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ルワンダ月報（２０２２年１月） 

 

※以下は、明示的に記載されたものを除き、ルワンダ通信局（Rwanda News Agency）の記事

のとりまとめ。 

 

１.内政・外政 

● ４日、２０２２年８月に実施予定の第５回国勢調査に２万８，０００人の小学校教師が

参加予定。今回の国勢調査では集計及び発表の迅速化のため、ＩＣＴが活用される。 

● ５日、ルワンダ国内のワクチン接種キャンペーンから逃れるため、ルワンダ人１２人が

ブルンジに避難。ブルンジメディアによる報道。 

● ７日、ルワンダ政府が発表したコロナ対策措置で、バイクタクシーの運行車及び乗客の

ワクチン接種を義務化。 

● ８日、ウガンダ政府がルワンダ人２２人をニャガタレ郡カギトゥンバ国境でルワンダ側

に引渡し。 

● １０日、モザンビークのカーボ・デルガド州における治安情勢及び二国間協力に関し、

カズラ・ルワンダ国防軍（ＲＤＦ）参謀総長、マングラッセ（Admiral Joaquim Mangrasse）

モザンビーク軍参謀総長、両国の警察長官らがキガリ市の国家警察本部で協議。同州に

おける治安部隊の協力強化のための合意文書に署名。 

● １１日、カガメ大統領がブルンジ外交団と面談、主に二国間関係の回復について協議。

同外交団はンダイシミエ・ブルンジ大統領のメッセージを伝達。 

● １２日、ワクチン接種キャンペーンから逃れるため百人単位のルワンダ人がコンゴ（民）

に避難。 

● １４日、カガメ大統領が１７-２１日にオンライン開催される世界経済フォーラムに参

加。 

● １５日、ビルタ外相が中央アフリカのＲＤＦ軍を訪問。カガメ大統領からの新年の挨拶

と任務遂行への謝意を伝達。ＲＤＦは国連中央アフリカ多面的統合安定化ミッション

（MINUSCA）に派遣されている最大規模の軍となっている。 

● １５日、ヨルダン総合情報局（ＧＩＤ）長官（Maj Gen Ahmed Husni Hasan Hatoqia）が

カズラＲＤＦ参謀総長を表敬訪問。両者は二国間の防衛協力について協議した。 

● １６日、ウガンダ政府がルワンダ人３１人をニャガタレ郡カギトゥンバ国境でルワンダ

側に引渡し（１５日）。 

● １９日、ビルタ外相がコンゴ共和国で開催された中部アフリカ諸国経済共同体（ＥＣＣ

ＡＳ）の首脳会合にカガメ大統領の代理として参加。開会式において、ＥＣＣＡＳ議長

のサス・ンゲソ・コンゴ共和国大統領は、地域統合と治安維持を呼びかけた。 

● １９日、ルセサバギナ氏（当館注：「ホテル・ルワンダ」のモデルとなった人物）をはじ

め、ルワンダ国内における襲撃事件に関与したとして有罪判決を受けた武装組織ＦＬＮ

関係者に対する審理が２０日に再開。１７日に本件審理開始の予定だったが、ルセサバ

ギナ氏らが出廷しなかったことを理由に延期されていた。（The New Times） 
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● ２０日、１６－２０日、エジプト陸軍士官学校がルワンダで基礎訓練に関するスタディ

ーツアーを実施。 

● ２２日、カイネルガバ・ムホージ（Kainerugaba Muhoozi）ウガンダ陸軍中将がルワンダ

訪問。 

● ２５日、ＥＵとルワンダが定期政策協議を実施。ルワンダ国内外の案件や、コロナ対策、

経済開発、ガバナンス、地域・大陸関係の融和、ＥＵ－ルワンダ関係等について協議。

ＥＵは２０２１-２０２７年の国家戦略及び複数年プログラムの正式採択をお発表氏、

２０２４年までの４年間で２億６，０００万ユーロの初期支援についても発表した。教

育、若年層の技能及び雇用、グリーン開発、政治経済ガバナンスに焦点をあてた 

● ２６日、ビルタ外相がルワンダ訪問中のアブディザイド・ソマリア外相と面談。政治、

治安、経済における二国間関係の強化について協議。 

● ２６・２８日、カガメ大統領がアフリカ欧州財団が主催する人口移動とモビリティに関

するディベートに参加（２７日）。元難民である自身の経験から、人口移動の根本的な原

因を正しく分析する必要があるとし、主要な要因として人材への投資の不足を挙げた。 

● ２８日、カガメ大統領が、仏 Jeune Afrique紙のインタビューに応え、コンゴ（民）及

びウガンダの両軍がコンゴ（民）のイツリ州及び北キブ州で共同実施したイスラム武装

勢力ＡＤＦの掃討作戦について関知していなかったと発言。ＡＤＦは地域全体にとって

の脅威であるとして、連携及び協力を呼びかけた。 

● ２８日、外務・国際協力省が、ウガンダと接するガトゥナ国境を１月３１日から再開す

ると発表。２２日のカイネルガバ・ウガンダ陸軍中将によるルワンダ訪問を受け、治安

事案等を解決するプロセスが進んでいることに伴う対応。 

● ２８日、ウガンダ政府がスパイ容疑で逮捕・拘留していたルワンダ人５８人及びブルン

ジ人１人をニャガタレ郡カギトゥンバ国境でルワンダ側にルワンダ側に引渡し。ブルン

ジ人はマハマ難民キャンプからウガンダに入国していた。 

● ３１日、カガメ大統領が仏 TOTAL Energy社のプヤンネ（Mr. Patrick Pouyanne）ＣＥ

Ｏと面談。同大統領及びプヤンネ氏は、面談後、ルワンダ開発庁（ＲＤＢ）及び同社の

エネルギー分野における連携に関する合意文書署名に立ち会った。大統領面談に先立ち、

ルワンダのビジネス関係者と面談したプヤンネ氏は、エネルギー、教育を含む各種分野

における連携を早期に実現すると強調した。 

● ３１日、カガメ大統領とスコットランド・コモンウェルス事務局長が、今年６月２０日

の週にコモンウェルス首脳会議（ＣＨＯＧＭ）をキガリにて開催すると発表。同首脳会

議は２０２０年６月にキガリで開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症拡大のた

め２度にわたり延期された。 

 

２.開発協力 

● ３日、米国がルワンダに９９万９，１８０回分のファイザー製ワクチンを供与。 

● ５日、ＷＦＰ及び Impact Hum Kigali（当館注：コミュニティーに根差したイノベーシ

ョン・ハブを運営する社会的企業）が食料システムの課題解決のため、スタートアップ、
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中小企業、組合等を対象としたイノベーション・プログラムを開始。ＵＳＡＩＤ及びデ

ンマークの協力により、技術的支援及び３０万米ドルの支援を実施する。 

● １２日、中国が２０２２年中に新型コロナワクチン４００万回分をルワンダに供与予定。

駐ルワンダ中国大使がビルタ外相との電話会談で伝達。 

● １６日、米国が１００万３５０回分のファイザー製ワクチンを供与。これにより、米国

からルワンダへのワクチン供与の合計は４００万回分以上に。 

● １９日、ＵＳＡＩＤが８００万米ドル相当の抗レトロウイルス（ＡＲＶ）の薬瓶３０万

個以上を供与。８万７，０００人のＨＩＶ陽性者またはＨＩＶ感染者／ＡＩＤＳ患者の

４割の健康状態改善に寄与する。１瓶あたり患者１名の３ヶ月間分にあたり、供与品は

約１年間分。 

● ２２日、韓国国際協力団（ＫＯＩＣＡ）が１８億ルワンダ・フラン（約１７５万米ドル）

相当の灌漑施設をカモニ郡の協同組合に引渡し。対象地域１３３ヘクタールで栽培され

るトウモロコシ、豆、野菜の生産量はすでに３倍に増加。 

● ２６日、ＪＩＣＡによる「ＩＣＴイノベーションエコシステム強化プロジェクト」の一

環でムサンゼ郡に設置されたムサンゼ・イノベーション・センターの開所式が行われた。

アフリカのＩＣＴハブを目指すルワンダにおいて、既存のイノベーターの強化とともに、

さらなる若者をイノベーション分野に引きつけることが目的。ムサンゼのほか、フイエ

郡及びルワマガナ郡にもイノベーション・センターが設置されている。ＪＩＣＡは２０

１０年からＩＣＴセクターにおける支援を実施している。 

● ２６日、フランス開発庁（ＡＦＤ）がトゥンバの高等技術専門学校（ＩＰＲＣ）におけ

る産業人材育成のための４０億ルワンダ・フラン（約３９０万米ドル）のプロジェクト

を開始。 

 

３.経済 

● ３１日、ルワンダ開発庁（ＲＤＢ）及び TOTAL Energy社が、エネルギー分野における連

携に関する合意文書に署名。同合意文書は、ルワンダのマルチエネルギー戦略導入にか

かる同社の協力に関するもの。 

以上 


